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■研究報告会発表要旨 [2]
安積紀雄（名古屋産業大学名誉教授）：わが国における営業倉庫の地域的性格

有薗正一郎（愛知大学）：近代尾張国庶民が日常食べた麦飯の米と麦の割合

酒井喜八郎（名古屋市立小碓小学校）：海洋教育と地理教育

近藤暁夫（愛知大学）：京都市都心部の既存不適格建築物―新景観政策導入後の実

態調査結果より―

杉浦真一郎（名城大学）：広域連合における介護保険料の不均一賦課と市町村別に

みた給付水準の動向

駒木伸比古（愛知大学）：日本におけるドラッグストアの成長と業際化

■シンポジウム抄録 [16]
変わりゆく名古屋の都心について考える（林 上）

市民から見た地理の楽しみ方（柿原 昇）

■巡検記録 [27]
稲沢市の銀杏栽培と三菱電機エレベーター工場（溝口晃之・安積紀雄）

知多半島・武豊町の産業とエネルギー（伊藤健司）
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工場、精製工場、物流センター等があり、従

業員数は約 650 名となっている。名古屋工場

は、製剤工場に加えて、医薬品の主原料とな

る原薬の製造設備も有していることが特徴で

ある。原薬は名古屋工場で使用されるだけで

はなく、海外のファイザー工場向けに輸出も

されている。名古屋工場で製造される医薬品

としては血圧降下剤「ノルバスク」などがあ

る。 

 まず、会議室にて企業概要・工場概要を紹

介していただいた。続いて、私たちが乗車し

てきた貸切バスにファイザーの方に乗車して

いただき、広大な敷地をゆっくり進みながら

説明していただいた。次にバスを下車して第

５製剤工場で錠剤の製造工程を見学した。再

び会議室に戻り、立地要因、人材確保などに

ついて、参加者からの質問に答えていただい

た。 

 

写真 1 中定商店 

 （2）中定（なかさだ）商店（13:00～14:00） 

 知多半島は、味噌、醤油、酢などを生産す

る醸造業が盛んな地域である。愛知県全体で

みると、味噌生産量は長野県に次いで全国 2

位、醤油生産量は千葉県、兵庫県に次いで全

国 3 位である（いずれも 2009 年。米麦加工食

品生産動態等統計調査による）。 

 中定商店は、1879 年（明治 12 年）の創業

で、豆味噌やたまり醤油を製造している。ま

ず、味噌・たまりの製造工程を見学した。大

豆を蒸し、こうじをつくり、大きな桶に入れ

て熟成する。直径・高さとも 2 メートルほど

もある仕込み桶がいくつも並んでいた。春か

ら 6 月頃にかけて仕込み、3 回夏を越すあい

だ熟成させるとのことであった。 

 続いて、併設されている豆味噌・たまり醸

造伝承館を見学した。大正時代に建てられた

蔵が改装されて醸造用具や資料が展示されて

いる。 

 （3）旧武豊港駅転車台・みそ蔵の小径（14:15

～14:45） 

 中定商店から少し南下し、旧武豊港駅転車

台が保存展示されているポケットパークに向

かった。武豊と名古屋を結ぶ鉄道は、1886 年

（明治 19 年）、愛知県内最初の鉄道として、

武豊停車場（のちの武豊港駅付近）から熱田

まで開通した。転車台は 1927 年（昭和 2 年）

に設置されたもので、貨車の転向用に使用さ

れた。1965 年（昭和 40 年）に、武豊駅と武

豊港駅との間の臨港線は廃止となって、転車

台も使用されなくなり風雨にされていたが、

1999 年（平成 11 年）、小学校の総合学習の際

に再発見され、貴重な産業遺産として保存整

備がなされた。 

 転車台から道路を挟んで西側の一帯にはい

くつもの味噌・たまりなどの製造業者があり、

「みそ蔵の小径」と呼ばれる散策路となって

いる。少しの時間ではあったが、自由散策時

間として路地を歩いた。 

 （4）中部電力：メガソーラーたけとよ・武

豊火力発電所（15:00～17:00） 

 再びバスに乗車して、さらに南下すると、

火力発電所の煙突が見えてきた。まず PR 室

にて概要を説明していただいた。同発電所は

1966 年（昭和 41 年）に 1 号機が運転を開始

し、1972 年（昭和 47 年）に 2～4 号機が運転

を開始した。近年は、安価な石炭火力の増加

や高効率の LNG 火力発電の増加にともない

武豊火力発電所の発電量は減少し、2002 年

（平成 14 年）に 1 号機は廃止され、2 号機も

長期計画停止しており、3 号機も長期計画停止
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を予定していた。2011 年 3 月の東日本大震災

後、浜岡原子力発電所が停止することとなり、

3 号機の長期計画停止を見送り、2 号機を 2 年

ぶりに復旧した。現在は、ピーク時の供給力

として使用されている。 

 

写真 2 メガソーラーたけとよ 

 「メガソーラーたけとよ」は、約 14 万 m2

の敷地に約3万9000枚の太陽光パネルを設置

し、7,500 kW の出力をもつ大規模太陽光発電

施設で、2011 年に運転を開始した。見渡すか

ぎりの太陽光パネルが続いていた。 

 続いて、火力発電所内を案内していただい

た。この日は稼働していなかったが、生活そ

して産業の基盤という雰囲気を感じた。 

 

3．おわりに 

 今回の巡検は、明治時代以降、衣浦湾沿い

の地域で展開されてきた様々な産業をたどる

ものとなった。明治時代から続く豆味噌・た

まり醤油製造、武豊線の産業遺産、衣浦臨海

工業地域に展開したファイザーや中部電力、

いずれも海と直接・間接に深い関わりを持つ

ものであった。 

 巡検実施にあたり、ファイザー名古屋工場、

合名会社中定商店、中部電力武豊火力発電所

の皆様に大変お世話になりました。ユニーク

な案内、熱意のこもった解説に心よりお礼申

し上げます。 

（文：伊藤健司 写真：大塚俊幸） 
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